
英国王室と日本の皇室

明治から令和まで
令和５年(2023)4.13(木)～11.26(日)

昭和天皇記念館
THE EMPEROR SHOWA MUSEUM

開館時間 9:30～17:00（11～２月は16:30閉館）
入館は閉館の30分前まで

休館日 月曜（祝日の場合は直後の平日）・金曜
入館料 一般：510円 大学生・高校生：300円

小中学生：100円 シルバー(65歳以上)：410円

〒190-0014 東京都立川市緑町3173 国営昭和記念公園 花みどり文化センター内
TEL:045-240-0429   FAX:042-528-0107 交通:JR立川駅北口から徒歩13分
https://f-showa.or.jp/museum/

英国の王室は外国の王室の中でも、日本の皇室と

の交流がもっとも古く、かつ密接な関係にあります。

明治天皇は東アジアの君主としては初めて、英国の最

高勲章であるガーター勲章が贈られました。昭和天皇

は皇太子時代、英国を訪問して、英国王ジョージ５世

より立憲君主のあり方を学ばれたといいます。戦争に

よる中断はありましたが、今でも英国王室と皇室の

方々との密接な交流は続いています。

昭和天皇記念館では、明治から令和にいたるまでの

英国王室と皇室の交流の歴史を、写真その他の資料

にて概観します。

昭和天皇記念館企画展示

ガーター勲章をデザインした絵葉書（明治時代） 英国皇太子来日記念絵葉書（大正時代）

オックスフォード出身の有名人として紹介
された天皇皇后両陛下
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